
薙
正
一
帝
と
大
義
賛
迷
録

大
義
組
克
迷
録
は
曾
静
事
件
を
契
機
と
し
て
、
勅
命
に
よ
っ
て
編
纂

さ
れ
た
書
物
で
あ
る
。
曾
静
ら
に
封
ナ
る
訊
問
と
そ
の
供
述
、
並
に

ζ

の
事
件
に
闘
す
る
一
聯
の
上
識
を
集
め
、
曾
静
の
「
掃
仁
読
」
を

附
録
と
し
て
収
め
て
い
る
。
曾
静
は
薙
正
六
年
(
一
七
二
八
)
秋
、

門
人
張
照
を
し
て
川
快
総
督
岳
鐘
瑛
に
謀
叛
を
勧
め
し
め
て
捕
え
ら

れ
た
。
彼
ら
に
針
ナ
る
訊
聞
に
よ
っ
て
、
謀
叛
の
動
機
が
華
夷
思
想

と
社
曾
改
革
並
に
薙
正
帝
へ
の
不
信
に
あ
り
、
そ
し
て
薙
正
帝
へ
の

不
信
が
宮
廷
内
部
の
朋
黛
の
字
と
開
係
が
あ
る
こ
と
も
明
か
に
さ
れ
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た
。
彼
ら
を
し
て
華
夷
思
想
の
誤
謬
を
反
省
せ
し
ゅ
、
薙
正
帝
の
統

治
方
針
に
全
面
的
に
心
服
す
る
ζ

と
を
自
供
せ
し
め
て
い
る
の
が
、

大
義
費
迷
錬
で
あ
る
。
言
い
か
え
る
な
ら
ば
、

ζ

の
書
は
曾
静
ら
の

改
俊
の
記
録
で
も
あ
っ
た
。
嘉
正
帝
が
大
義
費
迷
錬
の
刊
行
を
命
じ

秀

美

野

111 

た
の
は
、
薙
正
七
年
九
月
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
書
を
天
下
の
各
府

州
鯨
に
頒
行
し
て
、
讃
書
人
並
に
一
般
の
民
衆
に
知
悉
せ
し
め
、
ま

た
皐
校
内
に
各
々
一
冊
を
備
え
て
、
後
事
新
進
の
土
に
も
閲
覧
せ
し

め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
大
義
朗
党
迷
錬
は
思
想
教
化
の
書
と
し
て

そ
れ
で
は
曾
静
事
件
の
思
想
的
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刊
行
さ
れ
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

な
背
景
と
大
義
費
迷
録
の
刊
行
の
事
情
は
、
具
瞳
的
に
と
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
か
。
そ
の
こ
と
を
少
し
-
記
し
て
見
た
い
と
思
う
。

ω東
華
録
、
落
正
七
年
九
月
葵
禾
の
篠
。

曾
静
は
湖
南
の
榔
州
永
輿
燃
の
人
で
、
讃
書
人
で
あ

b
d
蒲
揮
先

生
と
稿
せ
ら
れ
、
「
湖
南
第

一
等
」
と
噂
さ
れ
た
と
も
言
う
こ
と
で
あ

「大
義
従
迷
録
ニ
ニ
J

っ
て
(
七
頁
・

一六
O
頁
)
、
郷
土
で
は
比
較
的
に
評
判
の
あ
る
人
で
あ

っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
曾
静
に
は
も
と
祉
舎
改
革
者
的
な
傾
向
が
強

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
幼
少
の
と
き
か
ら
経
書
を
讃
み
、
孟
子
の
牒
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文
公
開
侵
周
囲
章
に
井
田
の
法
が
読
い
て
あ
る
の
を
見
て
、
心
中
爽
快

を
費
え
、
今
日
井
田
を
行
う
べ
き
で
あ
る
、
と
私
か
に
考
え
て
い

た

(湘
一
一
間
)。
薙
正
三
年
(
一

七
二
五
)
長
沙
で
五
星
聯
珠

・
日
月
合
壁

の
告
示
が
あ
る
の
を
見
可
、
好
世
界
が
到
来
し
、
結
局
井
田
封
建
を

復
活
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
、
ま
た
都
に
行
き
上
書

献
策
し
よ
う
と
し
て
、
決
断
が
つ
か
な
か
っ
た
と
自
供
し
て
い
る
の

は
へ同

書
イ

こ

の

よ
う
な
傾
向
の
現
わ
れ
と

見
倣
ナ
こ
と
が
出
来

k
f六
六
頁
」

t

る。

日
頃
聖
賢
大
撃
の
道
に
志
し
、
宜
践
窮
行
に
勉
め
て
、
朝
廷
の

期
望
に
副
う
ζ

と
を
期
し
て
い
た
と
も
、彼
は
述
べ

T
い
る
(四
五
日
)。

排
痛
の
意
向
よ
り
も
、
社
曾
改
革
へ
の
傾
向
が
よ
り
強
烈
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
曾
静
を
し
て
、
井
田
封
建
の
復
活
を
確
信
せ
し
め
る
と

共
に
、
更
に
華
夷
の
別
を
自
抱
せ
し
め
た
も
の
は
、
自
留
良
の
著
述

で
あ
る
。
彼
は
試
に
陸
ナ
る
た
め
に
州
城
に
赴
き
、

そ
こ
で
呂
留
良

の
時
文
の
選
一許
を
見
た
。
そ
し
て
孟
子
の
膝
文
公
開
信
用
園
章
に
封
ナ

る
そ
の
一
評
語
を
見
て
、
途
に
井
田
を
行
う
ζ

と
が
出
来
る
と
考
え
、

か
つ
天
下
を
治
め
る

K
は
必
デ
井
田
封
建
で
な
け
れ
ば
な
ら
や
ノ
、
井

田
封
建
が
復
活
し
て
、
然
る
後
に
治
卒
を
望
む
こ
と
が
出
来
る
と
許

語
に
説
い
て
あ
る

の
に
、
究
え
ナ
我
が
意
を
得
た
り
と
・
な
し
、

よ
り
深
く
呂
留
良
の
設
を
信
じ
た
と
言
う
(
一
一
一
一
間
)
。

ζ 

オも

井
田
封
建
は

呂
留
良
を
通
し
て
、
念
願
か
ら
確
信
に
ま
で
高
ま
る
の
で
あ
る
。
同

時
に
華
夷
の
別
に
叫
到
す
る
自
究
も
ま
た
目
留
良
K
よ
っ
て
刺
戟
さ
れ

た
。
管
仲
の
九
合
一
医
を
論
じ
た
巴
留
良
の
-許
諾
K
、
「仁
は
傘
践
に

あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
に
よ
っ
て
、
曾
静
は
「
一
部
の
春
秩
は
た

だ
傘
周
懐
夷
の
み
」
と
悟
る
の
で
あ
る
(問
問
問
)。東
芝
闘
に
も
(
崎
町
一

日
附
乙
)
、
曾
静
は
呂
留
良
の
時
文
の
選
評
の
中
に
「
妄
り
に
夷
夏
の

防
と
井
田
封
建
を
論
ヂ
る
な
と
の
語
が
あ
り
、
遂
に
魅
惑
さ
れ
た
」
、

と
同
様
な
こ
と
を
傍
え
て
い
る
。
ま
た
曾
静
は
「
か
つ
て
図
書
講
義

を
誼
ん
で
か
ら
、
始
め
て
諸
生
を
棄
て
た
へ
と
そ
の
門
人
張
照
は
語

っ
て
い
る
(
羽
詰

)。
四
書
講
義
は
目
留
良
の
死
後
康
照
二
十
五
年

二
六
八
六
)、
そ
の
四
書
の
章
句
を
論
じ
て
時
文
を
選
評
し
た
も
の
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を
、
門
人
が
一
書
に
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
曾
静
が
州
城
で
見
る
を

得
た
と
言
う
時
文
の
選
評
は
、
恐
ら
く
四
書
講
義
を
指
し
て
い
る
か

と
思
わ
れ
る
。
或
は
そ
の
一
一
縮
と
な
る
べ
き
別
の
小
冊
子
で
あ
っ
た

か
も
知
れ
な
い
。

と
K
角
曾
静
は
呂
留
良
の
時
文
の
選
評
を
見
て
後

に
、
科
事
を
断
念
し
た
。
そ
れ
は
清
朝
の
否
認
に
傾
い
て
き
た
こ
と

を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

ω曾
静
は
康
照
十
八
年
(
一
六
七
九
)
生
る
(
大
義
従
迷
品
開
六
五
頁
)
。
こ
こ
に

引
く
大
義
佼
迷
録
は
洋
装
本
。
東
華
録
薙
正
七
年
五
月
乙
丑
の
傑
K
曾
静



を
湖
南
鏑
州
人
と
ナ
る
の
は
誤
り
。

ω東
華
品
開
薙
正
三
年
正
月
戊
辰
の
僚
に
よ
れ
ば
、
欽
天
監
が
日
月
合
壁
・
五

星
聯
珠
を
奏
し
、
薙
正
帝
は
史
館
に
付
し
、
か
っ
中
外
に
頒
一
ホ
ナ
る
こ
と

を
命
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
蛍
る
だ
ろ
う
。

雷
静
が
敬
服
し
た
目
留
良
は
、
朱
子
撃
を
奉
告
y

る
漸
江
の
拳
者
で

あ
っ
た
。
呂
留
良
の
朱
子
息
す
に
封
ナ
る
態
度
は
徹
底
し
て
い
る
。
「
朱

子
は
先
儒
が
定
め
た
聖
人
の
例
内
に
於
て
、
第
一
等
の
聖
人
で
あ
っ

て
、
第
二
等
に
は
落
ち
な
い
」
、
「
凡
そ
朱
子
の
書
は
大
醇
あ
フ
℃
小

症
な
く
、
嘗
に
篤
信
死
守
し
て
、
妄
り
に
そ
の
聞
に
疑
撃
を
置
く
べ

き
で
は
な
い
」
、
と
彼
は
述
べ
た
。
朱
子
に
反
ナ
る
事
読
は
ナ
ベ
て
邪

読
で
あ
る
。
寸
凡
そ
天
下
の
理
道
を
排
じ
絶
皐
を
聞
い
て
、
一
と
し
て

朱
子
に
合
わ
な
い
も
の
が
あ
る
・
な
ら
ば
、
鮮
を
惜
し
ま
や
J

し
て
と
れ

を
闘
け
ん
の
み
L

。
こ
と
に
「
王
皐
は
そ
の
最
も
著
し
い
も
の
」
で
、

「
陳
献
章
・
王
守
仁
は
皆
朱
子
の
罪
人
・
孔
子
の
賊
」
で
あ
っ
た
。
孔

孟
の
正
統
を
継
ぐ
も
の
は
朱
子
で
あ
る
。
今
日
「
孔
子
の
道
を
隼
信

ナ
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
孟
子
に
よ
り
、
孟
子
を
傘
信
し
て
孔
子
に

及
ぶ
こ
と
が
出
来
る
の
は
朱
子
に
よ
る
。
放
に
自
分
が
朱
子
を
傘
信

ナ
る
の
は
、
ま
た
孔
孟
よ
り
も
親
し
い
」
、
と
も
彼
は
説
い
て
い
る
。
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従
っ
て
呂
留
良
の
終
極
の
信
仰
は
孔
孟
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
朱
子

に
は
な
い
、
朱
子
は
手
段
で
あ
る
と
言
う
風
に
、
孔
孟
と
朱
子
を
匝

別
ナ
る
考
え
方
は
愛
嘗
で
な
い
。
朱
子

K
よ
っ
て
始
め
定
孔
孟
の
道

を
明
か
に
ナ
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
り
、

む
し
ろ
自
留
良
は
孔
孟

に
針
ナ
る
よ
り
も
、

よ
り
親
し
い
年
信
を
朱
子
に
掛
っ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
ω「
輿
張
孝
夫
書
」
.
呂
晩
村
先
生
文
集
倉
一
。

倒
「
答
呉
晴
巌
書
」
、
文
集
巻
一
。

仙
川
包
賓
「
呂
留
良
年
譜
」
一
一
一
頁
。

日
留
良
が
朱
子
に
傘
ぶ
も
の
は
、
そ
の
義
理
の
皐
で
あ
る
。
陳
白

沙
・
王
陽
明
と
朱
子
と
の
根
本
の
相
違
も
、
本
心
力
行
か
義
理
か
、

そ
の
何
れ
に
基
礎
を
必
く
か
に
掛
っ
て
い
た
。
義
理
を
是
非
の
基
準
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と
ナ
る
と
き
、
君
臣
の
義
よ
り
も
更
に
重
い
大
義
が
あ
る
と
呂
留
良

は
考
え
る
。
「
君
臣
の
義
は
域
中
の
第
一
事
、
人
倫
の
至
大
で
あ
る
」
。

し
か
し
二
部
春
秋
の
大
義
に
は
、

こ
と
に
君
臣
の
倫
よ
り
も
大
に

し
て
、
域
中
の
第
一
事
た
る
も
の
が
あ
る
」
。

ζ

れ
は
「
管
仲
な
か
り

せ
ば
」
云
々
と
い
う
論
語
憲
問
篇
K
劉
ナ
る
彼
の
評
語
で
る
っ
て
、

君
臣
の
義
よ
り
も
重
い
大
義
が
、
華
夷
の
別
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
君
臣
の
義
に
つ
い
て
呂
留
良
は
別

K
次
の
よ
う
に
設
い

て
い
る
場
合
が
あ
る
。
「
君
臣
は
義
を
も
っ
て
合
ナ
る
。
合
す
れ
ば
君

臣
と
な
り
、
合
し
な
け
れ
ば
去
る
こ
と
が
出
来
る
。
朋
友
の
倫
と
道

を
同
じ
く
し
、
父
子
兄
弟
の
比
で
は
な
い
」
の
す
な
わ
ち
君
臣
の
義
は
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父
子
兄
弟
の
下
位
、
朋
友
の
倫
と
同
列
に
か
か
れ
る
の
で
あ
る
が
、

呂
留
良
の
境
遇
と
照
し
合
せ
る
と
き
、
こ
の
よ
う
な
主
張
も
首
肯
し

得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
呂
留
良
が
君
臣
の
義
よ
り
も
重
し
と

ナ
る
大
義
は
、
彼
に
と
っ
て
、
朱
子
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

「
温
公
の
通
鑑
の
如
き
は
史
例
で
る
る
。
朱
子
の
綱
目
は
経
例
で
あ

る
。
温
公
は
た
だ
記
載
に
詳
し
く
、
骨
骨
援
予
奪
の
義
K
至
つ
て
は
、

全
く
見
ら
れ
な
い
。
朱
子
の
綱
目
の
凡
例
一
巻
を
得
て
、
然
る
後
に

大
義
痢
と
し
て
日
星
の
如
く
で
あ
る
」
。
「
綱
目
以
後
、
天
下
の
局
は

ま
た
誰
が
ζ

れ
が
た
め

に
閑
居
し
よ
う
か
」

と
は
、
同
じ
く
呂
留
良
の

一
評
語
で
あ
る
。
傘

大
い

に
第
じ
て
、
義
は
明
か
で
な
い
の
に
、

撰
予
奪
の
義
が
通
鑑
綱
目
に
よ
っ
て
岡
明
さ
れ
た
と
ナ
る
な
ら
ば
、

華
夷
の
別
は
蛍
然
に
そ
の
一
要
素
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は

自
ら
朱
子
の
義
理
と
な
る
。
そ
れ
を
稜
揮
す
る
こ
と
に
呂
留
良
は
自

己
の
使
命
を
見
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

ω「輿
呉
玉
章
第

一
番」
、
文
集
巻
図
。

仰
天
蓋
州国
四
者
語
録
巻
之
二
十
六
、
論
語
愈
問
「
管
仲
非
仁
者
意
」
。
天
議
桜

四
諮
諮
品
開
は
呂
晩
村
の
死
後
一
年
康
照
二
十
三
年
(
一
六
八
三
)
門
人
に
よ

っ
て
編
集
さ
れ
た
詩
。
四
番
講
義
よ
り
も
二
年
早
い
。

制
四
番
語
録
巻
之
四
十
、
孟
子
離
婁
下
「
君
之
現
匡
章
」
。

ω同
容
巻
之
四
十
、
孟
子
離
婁
下
「
王
者
之
遮
章
」
。

義
理
が
異
民
族
と
の
聞
に
適
用
さ
れ
た
場
合
に
は
華
夷
の
別
と
な

り
、
圏
内
の
政
治
に
護
動
さ
れ
た
場
合
に
は
王
者
の
政
と
な
る
。
そ

し
て
王
者
の
政
が
具
陸
化
さ
れ
た
も
の
が
、
井
田
封
建
皐
校
の
制
に

外
な
ら
な
か
っ
た
。
「
王
者
の
妙
は
全
く
井
田
皐
校
等
の
制
に
あ
る
」
。

「井
田
封
建
は
聖
人
が
中
園
生
民
の
た
め
に
慮
る
と
こ
ろ
至
っ
て
深

遠
で
あ
る
。
井
田
壊
た
れ
て
兵
法

・
地
利
・
士
気

・
民
情
と
も
に
壊

た
る
。
た
だ
に
農
賦
の
弊
の
み
に
止
ま
ら
な
い
」
。

井
田
封
建
が
壊
た

れ
た
の
は
、
歴
代
君
相
の
自
私
自
利
の
心
に
よ
る
。
秦
漢
以
後
と
三

代
と
の
聞
に

一
線
を
劃
ナ
る
も
の
は
、
「
自
私
自
利
の
心
を
も
っ
て

自
私
自
利
の
政
を
行
う
」
か
否
か
に
掛
つ

T
い
た
。
自
私
の
心
あ
る
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が
た
診
に
、
三
代
に
返
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

孔
孟
程
朱
が
憂
え

て
必
ナ
争
う
所
以
も
正
K
こ
こ

K
あ
る
。
井
田
封
建
は
終
古
必
歩
行

う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
儒
者
は
こ
の
理
を
存
し
て
、

聖
王
が
ま
た
起
る
ζ

と
を
望
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
今
身
を
儒
流
K
托

し
て
、
而
も
自
ら
井
田
封
建
を
迂
聞
と
ナ
る
な
ら
ば
、
更
に
ま
た
何

を
望
む
こ
と
が
出
来
よ
う
か
、
と
呂
留
良
は
説
い
て
い
る
。
ま
た
「
井

田
封
建
は
孟
子
が
行
伝
う
と
し
た
意
中
の
事
で
あ
る
」
、
「
秦
よ
り
以

同山
W

後
、
天
下
の
大
患
は
封
建
を
蔵
し
た
こ
と
に
原
因
が
あ
る
」
と
も
、

「
凡
そ
一
一
一
代
は
復
活
ナ
る
ζ

と
が
出
来
な
い
と
云
う
の
は
、

即
ち
不



仁
で
ら
え
そ
の
不
仁
た
る
や
道
を
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
あ
と
も
、

彼
は
述
べ
て
い
る
。
井
田
封
建
と
三
代
は
、
復
活
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
聖
人
の
遺
訓
で
あ
る
。
讃
書
人
が
肝

K
銘
じ
て
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
で
あ
っ
た
。
曾
静
の
心
を
ま
ヂ
捉
え
た
も
の
は
、
井
田
封
建

に
針
ナ
る
こ
の
よ
う
な
目
留
良
の
主
張
に
外
な
ら
な
い
。

ω図
書
語
録
巻
之
一
一
一
十
一
二
、
孟
子
梁
恵
上
「
寡
人
於
園
章
」
。

ω問
書
巻
之
三
十
七
、
孟
子
勝
文
公
上
「
勝
文
公
開
気
圏
章
」
。

仰
向
害
容
之
三
十
五
、
孟
子
公
孫
丑
下
「
人
皆
有
不
忍
章
」
。

ω同
書
巻
之
三
十
七
、
孟
子
膝
女
公
上
「
際
交
公
開
潟
園
章
」
。

伺
同
書
巻
之
四
十
二
、
孟
子
高
章
下
「
周
室
班
鋳
禄
章
」
。
同
書
巻
之
三
十
四
、

孟
子
梁
恵
下
「
妊
暴
見
孟
子
章
、

川仰向
書
巻
之
二
十
九
、
論
語
下
陽
貨
「
子
之
武
城
章
」
。

ニ
代
は
王
者
の
政
が
行
わ
れ
る
時
代
で
あ
り
、
秦
漢
以
後
と
は
別

世
界
を
な
し
て
い
る
。
「
王
者
の
政
は
ひ
と
え
に

上
天
生
民
よ
り
出

で
来
り
、
富
強
駕
駅
権
術
と
正

K
相
反
す
る
。
こ
れ
王
覇
の
分
れ
る

と
ζ

ろ
で
あ
っ
て
、
朱
子
が
あ
え
て
漢
唐
を
可
と
し
な
い
所
以
」
で

も
あ
っ
た
。
朱
子
は
千
五
百
年
以
来
実
舜
三
王
周
孔
の
道
が
未
だ
か

っ
て

一
日
と
し
て
天
地
の
聞
に
行
わ
れ
た
ζ

と
が
・
な
い
、
と
考
え
る
。

そ
れ
を
承
け
て
呂
留
良
は
、

「
三
代
以
後
の
太
五
ー
は
ナ
ベ
マ
気
化
中
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の
自
ら
な
る
治
組
で
あ
り
、
君
子
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
憂
の
み
大
に

し
て
、
何
の
柴
も
な

h
、
と
述
べ
て
い
る
二
ニ
代
を
彼
岸
の
理
想
と

し
な
い
呂
留
良
に
と
っ
て
、
三
代
以
後
の
治
組
は
壊
な
る
自
然
現
象

に
し
か
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
主
張
は
、
言
う
ま
で

も
な
く
朱
子
に
立
脚
し
て
、

そ
こ
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

王
者
の
政
は
莞
舜
三
王
周
孔
の
道
で
あ
る
。
呂
留
良
は
そ
れ
を
二
帝

三
王
孔
孟
の
道
と
も
言
い
、
孟
子
が
そ
れ
だ
け
高
く
許
債
さ
れ
て
い

る
が
、
孔
孟
を
継
承
す
る
も
の
は
、
彼
に
よ
れ
ば
、
程
朱
で
あ
っ
た
。

三
二
代
以
後
の
聖
人
は
た
だ
明
道
・
文
公
を
第
一
等
と
ナ
る
。

た
だ

孟
子
そ
の
人
が
出
で
て
と
れ
を
定
め
る
ζ

と
が
な
い
の
を
惜
し
む
の

み」
、
「
春
秋
の
書
劃
れ
て
孔
孟
に
折
衷
し
、
漢
唐
の
書
飢
れ
て
程
朱
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に
折
衷
す
る
。

世
を
論
じ
て
聖
人
の
義
を
得
な
い
な
ら
ば
、

た
だ
書

を
も
っ
て
天
下
を
禍
ナ
る
に
過
ぎ
な
い
。
今
日
議
論
は
甚
だ
凱
れ

T

い
る
。
敦
れ
に
従
っ
て
ζ

れ
を
折
衷
す
る
か
」
。
程
朱
は
孔
孟
と
共
に

是
非
判
別
の
基
準
で
あ
る
。
そ
の
後
を
承
け
て
、
聖
人
の
義
を
得
マ

ろ是
う非
。を

覆剣
唐別
以 L
来管

皇p
tz 
英 3警
警よ
?Z 
る一
ζ 言

とわ
はす手

出し
来て
て明

もキ
王あ

者
名
世
の
賓
に
は
値
し
難
い
。
名
世
は
必
デ
孔
孟
程
朱
に
し
て
始
め

て
王
者
を
教
導
し
乾
坤
を
旋
轄
す
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
言
う
の
し
相
、

同
じ
意
味
の
ζ

と
を
別
の
言
葉
で
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
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ω四
番
語
録
巻
之
四
十
四
、
孟
子
告
子
下
「
五
覇
者
章
」
。

ω同
香
港
之
四
十
五
、
孟
子
議
心
上

「康
土
衆
民
章
」
。

ω同
書
記
官
之
四
十
二
、
孟
子
高
掌
下
「
伯
夷
日
不
章
」。

ω同
書
記
官
之
四
十
二
、
孟
子
高
章
下
「
一
郷
之
誉
士
章
」
。

同
同
苫
巻
之
三
十
六
、
孟
子
公
孫
丑
下
「
孟
子
去
費
章
」
。

華
夷
の
別
と
王
者
の
政
、

ζ

れ
が
呂
留
良
思
想
の
眼
目
で
あ
る
。

彼
は
康
照
十
七
年
(
一
六
七
八
)
博
皐
鴻
詞
科
に
事
げ
ら
れ
、
同
十

九
年

(
一
六
八

O
)
山
林
隠
逸
科
に
薦
め
ら
れ
て
、
何
れ
も
こ
れ
を

拒
み
、
剃
髪
し
て
僧
と
な
っ
た
。
清
朝
の
説
仰
を
食
む
ζ

と
は
、

そ
の

潔
し
と
し
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
彼
は
生
活
の
方
便
を
時
文
の
選
評

に
求
め
、

か
つ
自
己
の
思
想
を
明
か
に
す
る
手
段
と
し
た
。
康
回
一
九

年
(
一
六
七

O
)
凶
歳
に
苦
し
み
、

田
租
は
取
れ
や
J

一
家
四
百
人

に
米
百
数
十
石
は
必
要
で
あ
り
、
途
方
に
暮
れ
て
い
る
、
と
彼
は
あ

る
書
翰
の
中
で
述
べ
て
い
る
。
と
の
よ
う
な
大
人
数
を
支
え
る
た
め

の

一
助
に
も
、
時
文
の
選
評
は
止
む
を
得
な
い

こ
と
で
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
。

康
照
十
二
年
(
一
六
七
三
)

に
は
、
「
こ
の
年
以
後
ま
た
評

貼
し
な
い
こ
と
に
決
心
し
た
」
け
れ
ど
も
、
康
照
十
七
年
(
一
六
七
八
)

彼
は
「
選
文
渡
世
は
自
分
の
本
懐
で
は
な
い
。
年
来
出
費
多
く
、

ζ

れ
に
よ
っ
て
ほ
ほ
給
ナ
る
に
よ
り
、
途
に
に
わ
か
に
止
め
る
ζ

と
が

出
来
な
い
」
と
言
い
、
依
然
と
し
て
選
文
に
従
事
し
た
の
で
あ
っ
た
。

呂
留
良
は
選
家
と
し
て
高
い
評
判
を
と
っ

T
い
た
よ
う
で
あ
る
。
自

分
の
遺
文
が
世
に
行
わ
れ
る
の
は

た
ま
た
ま
時
論
と
合
致
し
た
か

ら
で
あ
っ
て
、
「
そ
の
功
は
風
祭
を
繁
デ
る
に
足
り
、
近
日
選
家
の
勝

で
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
の
は
、

る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
、
と
彼 ζ
はと
述 K
べ自
て分
レミ カ玉

若山1r案
。 く

許恥
思じ
をて
し 痛
な恨
いナ

ζ

と
K
し
た
と
言
う
康
照
十
二
年
、
自
刻
の
書
を
販
頁
ナ
る
た
め
に
、

彼
・は
南
京
に
天
蓋
楼
と
い
う
書
房
を
聞
い
た
V

書
房
を
聞
く
ほ
と
に
、

そ
の
選
文
は
需
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
、
康
照
二
十
二
年

二
六
八
三
)
世
を
去
っ
た
。
そ
の
残
後
一
年
に
し
て
康
照
二
十
三
年
、
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天
蓋
楼
図
書
語
録
が
門
人
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
、
同
二
十
五
年
図
書

語
録
は

「誤
謬
が
ζ

と
に
甚
だ
し
い
」
と
し
て
、
別
の
門
人
に
よ
っ

て
四
書
講
義
が
編
纂
さ
れ
た
。
ま
た
康
照
五
十
五
年
(
一
七
二
ハ
)

K
は
晩
村
呂
子
評
語
が
刊
行
さ
れ

T
h
r
り
、
も
っ
て
自
留
良
の
書
が

一
時
に
風
行
し
た
ζ

と
を
想
像
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。

ω「興
活
道
願
書
」
、
文
集
幹
竺
一
。

ω「
答
許
力
医
書
」
、
文
集
巻
二
。

ω「
輿
輩
方
白
書
」
、
文
集
記
官
四
。

ω「
答
何
禽
鈎
・
曹
務
士
筈
」
、
文
集
令
四
。

同
「
答
潜
美
般
書」
、
文
集
巻
二
。

ωw銭
穆

「
中
割
近
三
百
年
祭
術
史
」
上
品
川
七
九
頁
。
但
し
筆
者
に
は
図
書
講



義
・
晩
村
呂
子
許
諾
を
見
る
機
舎
が
な
い
。
僅
か
に
図
書
籍
地
聞
を
見
た
に

ナ
ぎ
ぬ
。
銭
穆
氏
K
よ
れ
ば
、
四
番
語
録
と
図
書
講
義
と
は
、
そ
れ
ほ
ど

遠
つ
て
は
い
な
い
と
言
う
。

呂
留
良
の
書
が
康
く
世
に
行
わ
れ
た
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
科

翠
と
の
閥
係
で
あ
る
。
朱
子
盟
中
ば
科
翠
の
基
準
で
あ
り
、
呂
留
良
の

選
評
は
朱
子
に
立
脚
し
て
い
る
。
と
と
に
康
照
帝
は
朱
子
を
骨
骨
敬
し

て
い
た
。
日
講
に
は
、
講
官
の
進
講
の
側
ら
、
自
ら
四
書
の
朱
註
を

講
じ
、
遁
鑑
網
目
は
朝
夕
起
居
の
と
き
、
循
環
披
賀
し
て
手
か
ら
離

さ
・
な
か
っ
た
と
一
言
う
。
日
講
四
番
解
義
・
絡
課
、通
鑑
綱
目
も
勅
命
を

も
っ
て
刊
行
さ
れ
て
い
旬
。
ま
た
康
照
五
十
一
年
(
一
七
=
己
に

は
「
宋
儒
朱
子
は
群
経
を
註
蝿
押
し
て
道
理
を
聞
護
し
」
、
「
今
を
経
る

五
百
徐
年
に
し
て
曲
学
者
は
あ
え
て
庇
議
ナ
る
ζ

と
が
な
い
」
、
「
孔
孟

の
後
斯
文
に
盆
あ
る
も
の
、
朱
子
の
功
が
最
も
宏
大
で
あ
る
」
と
し

て
、
朱
子
を
十
哲
の
列
に
配
把
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。
朱
子
の
傘
崇

と
い
う
賠

K
於
て
、
康
照
帝
は
さ
ほ
ど
呂
留
良
の
後
に
落
ち
・
な
い
で

あ
ろ
う
。
た
だ
康
県
帝
が
四
書
朱
一証と
逼
鑑
綱
自
に
求
め
る
も
の
は
、

あ
く
ま
で
も
統
治
の
方
針
で
あ
る
。

「
義
理
を
闘
裂
し
て
政
治
に
樽

金
あ
ら
し
め
」
、
「
古
帝
王
が
天
下
を
治
め
た
大
道
を
講
求
ナ
る
」

ζ
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と
で
あ
っ
た
?
こ
れ
に
劃
し
て
、
口
口
留
良
が
説
く
華
夷
の
別
は
、
統

治
以
前
の
問
題
で
あ
る
。
同
じ
く
朱
子
を
傘
び
・
な
が
ら
、
雨
者
の
間

に
は
根
本
に
相
容
れ
な
い
も
の
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に

も
拘
わ
ら
や
J

、
呂
留
良
の
書
が
「
八
股
の
金
科
、
講
章
の
宗
匠
」
と

し
て
贋
く
世
に
行
わ
れ
た
の

h
、
朱
子
皐
を
奉
や
ノ
る
勝
れ
た
皐
者
の

選
評
と
い
う
黙
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
或
は
ま
た
「
軟
皿
屋
豚
の
麗

土
李
容
人
は
誼
書
を
好
み
理
皐
に
明
る
く
、
屡
々
徴
さ
れ
て
出
で
な

ぃ
。
自
分
は
甚
だ
こ
れ
を
嘉
み
し
、
特
に
操
士
山
清
潔
の
一
一
随
額
を
手

書
し
て
こ
れ
に
賜
う
」
と
い
う
風
な
、
康
照
帝
の
懐
柔
政
策
と
も
、

何
等
か
の
関
係
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
康
照
帝
の
治
世
を
、
通
じ
て
、

mw 

E
留
良
が
非
難
は
あ
る
に
は
あ
っ
た
に
し
て
も
、
大
い
な
る
物
議
を
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か
も
ナ
こ
と
が
な
か
っ
た
の
も
、

そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
薙
正
の
初

め
に
於
て
も
、
呂
留
良
を
夫
子
と
精
し
、
ま
た
書
院
に
奉
把
し
て
ζ

れ
を
骨
骨
崇
ナ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
湖
江
総
督
李
衛
ナ
ら
着
任
の
と
き
、

先
例
に
従
い
自
留
良
の
洞
堂
に
置
績
を
贈
る
有
様
で
あ
っ
た
。
讃
書

人
の
聞
に
占
ゆ
る
呂
留
良
の
名
墜
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
湖
南
の
諸

生
曾
静
が
、
「
東
海
の
夫
子
」
、
「
本
朝
第
一
等
の
人
物
」
と
し
て
呂
留

良
に
傾
倒
し
た
の
も
、
故
な
し
と
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

ω東
華
品師
、
康
照
十
六
年
十
二
月
庚
成
及
び
同
三
十
年
三
月
戊
子
の
係
。

倒
同
書
、
康
照
五
十
一
年
二
月
丁
巳
の
係
。
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同
大
義
削
冗
迷
鍬
ニ
ニ
ニ
頁
。

川
開
東
肇
叫
師
、
康
照
四
十
二
年
十
一
月
辛
百
の
係
。

伺
「寄
柿
寓
鈎
書
L

、
呂
晩
村
先
生
文
集
巻
四
。

仙
川
東
翠
録
、
薙
正
八
年
十
二
月
美
丑
、
同
七
年
九
月
己
丑
、
同
七
年
五
月
乙

丑
の
係
。

曾
静
が
門
白
留
良
の
時
文
の
選
評
を
見
た
の
が
何
時
で
あ
る
か
は
、

明
か
に
は
定
め
難
い
。
し
か
し
彼
は
潅
正
三
年
(
一
七
二
五
)
門
人

張
照

・
摩
易
と
共
に
四
川
に
行
ζ

う
と
し
た
こ
と
が
あ
る
。

土
地
の

安
い
四
川
に
移
住
し
て
耕
作
に
従
い
、

か
ね
て
前
書
の
志
を
途
げ
よ

う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
途
次
長
沙
の
城
中
で
五
星
聯
珠

・
日
月

合
壁
の
告
示
を
見
て
、
好
世
界
が
到
来
し
、
井
田
封
建
を
復
活
ナ
る

こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
と
想
像
し
た
。
そ
し
て
井
田
封
建
が
復
活

ナ
る
な
ら
ば
、
人
材
が
需
要
さ
れ
、

か
っ
と
ζ

に
い
て
も
身
を
安
ん

や
J

る
こ
と
が
出
来
る
と
し
て
、
思
い
止
っ
て
郷
里
に
蹄
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
曾
静
は
郷
里
を
出
た
こ
と
が
・な
く
、
た
だ
考
試
の
た
め
に

榔
州
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
に
望
号
な
い

(対
枝
川
諒
)
。
従
っ
て
彼

が
榔
州
で
呂
留
良
の
書
を
見
た
の
は
、
薙
正
三
年
以
前
、

ζ

の
年
に

近
い
頃
か
と
思
わ
れ
る
。
五
星
聯
珠
・
日
月
合
畿
の
告
示
に
井
田
封

建
の
復
、
活
を
夢
み
た
の
も
、
呂
留
良
の
井
回
封
建
の
主
張
に
共
鳴
し

て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
然
し
な
が
ら
こ
の
頃
に
は
科
事
を
断
念
し

た
に
し
て
も
、
謀
叛
の
意
聞
は
な
か
彼
に
は
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

薙
正
三
年
と
薙
正
五
年
冬
と
を
比
較
し
て
、
二
前
一
後
、
前
面
の
志

向
と
後
面
の
所
見
と
は
大
い
に
相
同
じ
く
な
い
」
、

と
彼
は
述
べ
て

い
る
。
ま
た
張
照
に
よ
れ
ば
、
曾
静
は
こ
の
頃
「
窮
に
甘
ん
じ
寂
を

守
り
、

た
だ
日
に
先
人
の
言
行
と
近
世
の
文
章
道
徳
を
指
援
ナ
る
の

み
で
あ
っ
た
」
と
言
う
こ
と
で
あ
る
(問
書
二
。
曾
静
を
し
て
謀
叛

戸
六

O
頁
」

に
傾
か
し
め
た
も
の
は
、
務
正
五
年
(
一
七
二
七
)
張
照
が
呂
留
良

の
家
を
訪
ね
て
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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潅
正
五
年
曾
静
は
張
照
を
遣
っ
て
四
書
五
経
の
大
全
及
び
朱
子
の

語
類
文
集
を
諸
方
に
求
め
し
め
た
。
張
照
は
漸
江
の
呂
留
良
の
家
を

ま
た
呂
留
良
の
詩
稿
一
冊
が
あ
る
の
を
見
て
、

訪
ね
て
書
を
購
い
、

こ
れ
を
求
ゆ
蹄
っ
た
。
自
留
良
の
門
人
服
鴻
遼
に
命
日
っ
た
の
も
、
恐

ら
く
こ
の
時
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
詩
稿
の
中
に
あ
る
「
銭

基
松
歌
」
及
び
「
題
如
此
江
山
圃
」
と
い
う
詩
が
、
曾
静
の
方
向
を

決
定
づ
け
る
契
機
と
な
っ
て
い
る
。
「
銭
墓
松
歌
」
に
は
「
其
中
雄
有

数
十
年
、
天
荒
地
掲
非
人
間
」
と
い
う
文
句
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
元

朝
を
誘
る
文
字
で
は
あ
っ
た
が
、
引
例
は
そ
の
ま
ま
に
清
朝
に
も
安

や
田
ナ
る
も
の
で
あ
る
。
曾
静
は
と
れ
を
見
て
、
「始
め
に
し
て
怪
し
み
、



既
に
し
て
疑
い
、
縫
い
で
す
な
わ
ち
信
じ
た
」
と
言
う
。
「
呂
留
良
は

大
地
の
人
宗
で
あ
り
、
彼
の
皐
聞
は
海
内
に
通
行
し
て
い
る
。

っtAR

り
彼
の
読
に
は
所
見
が
あ
る
」
。
目
留
良
の
時
文
の
選
評
に
よ
っ
て
、

華
夷
の
別
を
知
ら
さ
れ
た
宵
静
は
、
詩
文
に
よ
っ
て
更
に
強
い
反
省

を
促
が
さ
れ
た
に
相
違
な
い
。
張
照
が
呂
留
良
の
門
人
巌
鴻
遼
を
訪

そ
の
門
人
沈
在
寛
と
意
気
投
合
し
た
こ
'と
も
、
有
力
な
一
因

と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
更
に
落
正
帝
に
封
ナ
る
不
信
が
ζ

れ
を
刺
戟

ね
て
、

し
、
こ
れ
よ
り
曾
静
は
、
「
域
中
を
繍
歴
し
て
、
聴
明
容
智
に
し
て
よ

く
そ
の
性
を
牽
く
す
人
を
尋
ね
来
っ
て
主
と
-
な
そ
う
」
と
考
え
る
に

至
っ
た
。
言
葉
を
か
え
る
・
な
ら
ば
、
そ
れ
は
ま
た
全
面
的
に
巴
留
良

に
心
服
ナ
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

ω束
事
+
録
、
薙
正
七
年
五
月
乙
丑
の
僚
。

ω大
義
究
迷
品
開
一
六
一
頁
及
び
八
三
頁
。

曾
静
は
そ
の
著
知
新
錬
の
中
で
、
「
も
し
正
位
を
論
タ
る
・
な
ら
ば
、

春
秋
の
時
の
皇
帝
に
は
孔
子
が
な
る
べ
く
、
戦
園
の
時
の
皇
帝
に
は

孟
子
が
な
る
べ
く
、
秦
以
後
の
皇
帝
に
は
程
朱
が
な
る
べ
く
、
明
末
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の
皇
帝
に
は
昌
子
が
な
る
べ
き
で
あ
る
。
今
は
ナ
ベ
て
豪
強

K
占
擦

内

U

さ
れ
て
し
ま
っ
た
」
、
と
述
べ
て
い
る
。

ζ

れ
は
「
皇
帝
に
は
吾
が
皐

中
の
儒
者
が
な
る
べ
き
で
、
世
間
の
英
雄
を
な
す
べ
き
で
は
な
い
」

と
い
う
立
場
か
ら
な
さ
れ
た
主
張
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
っ
て
来
る
と

こ
ろ
は
呂
留
良
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
呂
留
良
そ
の
人
は
、
曾
静
に
よ

っ
て
、
孔
孟
程
朱
と
並
び
、
員
正
の
皇
帝
た
る
べ
き
人
に
ま
で
高
砂

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
雷
静
自
身
は
、
門
人
張
照

・
屡
易
か
ら
「
こ

の
上
な
い
人
物
」
で
あ
る
と
し
て
崇
奔
さ
れ
、
「
運
に
乗
じ
起
っ
て
三

代
を
復
活
す
る
こ
と
を
切
望
さ
れ
て
い
た
」
。

三
代
の
復
活
は
王
者

の
政
の
復
活
で
あ
る
。
王
者
の
政
と
華
夷
の
別
と
い
う
自
留
良
の
思

想
が
、

そ
の
ま
ま
雷
静
師
弟
の
信
念
と
な
っ
て
い
た
。
4

恐
ら
く
曾
静

は
呂
留
良
を
継
ぐ
と
い
う
自
負
を
!も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
う
。
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ω大
義
組克
迷
鍬
七
O
頁
。
曾
静
の
著
作
K
は
、
知
新
銀

・
知
幾
録
の
ニ
篇
が

あ
る
。
知
新
銀
は
日
々
の
知
見
を
書
き
留
め
た
街
記
で
あ
り
、
知
幾
録
は

張
照
に
授
け
た
言
葉
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
(
同
書
六
七
頁
)
。
知
新
録
は

し
ば
し
ば
大
義
究
迷
品
闘
に
引
用
さ
れ
て
い

る。

ω銭
穆
「
中
園
近
三
百
年
準
術
史
」
上
加
入
六
頁
。

ω大
義
組
究
迷
品
開
七
四
頁
。

曾
静
を
し
て
謀
叛
に
傾
か
し
め
た
今

一
つ
の
動
機
は
、
宮
廷
内
部

の
黛
争
に
端
を
護
ナ
る
薙
正
帝
へ
め
悪
評
で
あ
る
。

し
か
し
務
正
帝

即
位
の
前
後
に
於
け
る
朋
黛
の
争
は
、
今
日
で
は
よ
く
知
ら
れ
た
事

h
u
 

ζ

と
に
述
べ
る
必
要
は
な
い
。
た
だ
流
布
さ
れ
て
い

賓
で
あ
っ
て
、

た
薙
正
帝
へ
の
悪
評
は
、

と
と
に
直
接
の
開
係
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
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康
照
帝
の
第
八
皇
子
允
棋
は
賢
孝
で
あ
り
、

ま
た
康
照
帝
は
位
を
第

十
四
皇
子
允
繭
に
停
え
よ
う
と
し
て
い
た
、
薙
正
帝
は
父
を
圃
り
母

に
逼
り
、
兄
を
屠
り
弟
を
殺
し
た
、
と
言
う
噂
さ
が
流
れ
て
い
た
。

薙
正
帝
は
極
診
て
殺
人
を
好
み
、
京
城
は
深
然
と
し
て
い
る
、
薙
正

帝
は
密
親
王
の
妃
績
を
収
容
し
た
と
も
言
わ
れ
た
。
ま
た
薙
正
銭
は

極
め
て
不
良
で
あ
り
、
薙
正
帝
は
中
闘
の
銅
を
こ
と
ど
と
く
満
洲
に

迭
っ
て
、
宮
殿
を
建
て
よ
う
と
し
て
い
る
等
と
い
う
噂
さ
も
俸
え
ら

れ
た
。
こ
れ
ら
の
悪
評
は
薙
正
帝
に
反
帆
到
す
る
側
の
人
々
、
允
棋
・

允
踏
・
允
繭
ら
の
鉱
山汲
か
ら
出
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
曾
静
は
こ
れ

に
よ
っ
て
薙
正
帝
に
劃
ナ
る
疑
惑
を
深
め
た
。
彼
は
鹿
西
に
流
さ
れ

た
、
允
棋
・
允
踏
門
下
の
太
監
か
ら
の
流
言
を
聞
い
た
の
で
あ
る
。

呂
留
良
に
射
す
る
共
鳴
が
、

こ
れ
ら
の
悪
評
を
容
易
K
受
け
入
れ
し

め
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
呂
留
良
へ
の
共
鳴
が
心
服
に
鑓
る
と
共

に
、
心
服
と
疑
惑
と
は
互
に
因
果
を
な
し
て
、
謀
叛
の
意
向
を
固
め

し
φ
た
の
で
あ
っ
た
。

ω宮
崎
博
士
「
燕
正
帝
L

。

ω東
華
録
、
薙
正
七
年
多
十
月
丁
未
の
係
。

倒
大
義
俺
迷
鎌
一
七
三
頁
。

然
る
に
曾
静
は
、
「
た
だ
潅
正
元
年
の
流
誘
が
心
に
あ
る
に
よ
っ

て
、
以
後
の
謡
俸
が
耳
に
入
り
得
た
」
、
「
聖
租
皇
帝
の
た
め
に
身
を

捨
て
て
死
ぬ
べ
き
で
あ
る
」
と
考
え
、
「
放
に
妄
り
に
惇
逆
の
念
を
萌

し
た
」
、
「
呂
留
良
の
惇
論
に
惑
わ
さ
れ
た
と
言
う
の
は
、
首
時
に
あ

つ
て
は
な
恥
第
二
第
三
義
に
層
ナ
る
」
、
と
自
供
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
る
(
吠
一
諸
誌
な
)
。
薙
正
元
年
の
流
誘
と
は
、
薙
正
帝
の
即
位
に
ま

つ
わ
る
悪
評
を
指
し
、
康
照
帝
の
た
め
に
身
を
捨
て
る
と
は
、
薙
正

帝
の
即
位
を
不
正
と
考
え
、
身
を
捨
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
君
父
の

義
を
明
か
に
し
よ
う
と
し
た
と
言
う
意
味
で
あ
る
。
し
か
し
と
れ
は

康
照
帝
に
か
こ
つ
け
て
、
自
己
の
謀
叛
を
正
賞
化
し
よ
う
と
し
た
読

癖
で
あ
っ
て
、
薙
正
帝
の
反
取
を
受
け
て
答
に
第
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
(
羽
目
立
)
。
ま
た
薙
正
四
・
五
年
の
聞
に
湖
南
の
収
成
は
不
良

で
水
害
と
皐
害
が
あ
り
、
農
民
は
苦
し
み
水
皐
を
避
け
る
も
の
が
多
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か
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
五
星
聯
珠
・
日
月
合
壁
の
兆
及
び
薙
正
帝
に

針
ナ
る
悪
-
許
と
相
待
っ
て
、
惇
逆
を
考
え
さ
せ
た
、
と
曾
静
は
あ
る

と
こ
ろ
で
は
自
供
し
て
い
る
(
澗
七
時
)
。
水
皐
の
害
が
謀
叛
の
一
動

機
と
な
っ
た
こ
と
は
想
像
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
根
本
に
あ
る
も
の
が

日
留
良
の
思
想
で
あ
り
、
薙
正
帝
へ
の
悪
評
に
あ
る
こ
と
は
、
一
言
う

ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
謀
叛
の
念
を
抱
き
つ
つ
あ
っ
た
時
、

彼
は
川
隈
総
督
岳
鍾
瑛
の
噂
さ
を
耳
に
し
た
の
で
あ
る
。

曾
静
が
始
診
て
岳
鐘
瑛
の
噂
さ
を
聞
い
た
の
は
、
薙
正
四
・
五
年



の
間
四
川
移
住
の
た
め
に
往
来
す
る
湖
南
・
慶
東
の
農
民
の
ロ
か
ら

で
あ
っ
た
。
西
漫
に
岳
公
と
い
う
人
が
い
て
、
甚
だ
農
民
を
愛
し
民

心
を
得
て
い
る
。
西
過
の
人
は
こ
と
に
彼
に
敬
服
し
て
い
る
、
と
言

う
話
が
こ
れ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
と
の
時
に
は
岳
公
の
名
前
が
何
で

あ
り
、
何
の
官
職
に
つ
い
て
い
る
か
も
剣
ら
な
か
っ
た
。
次
で
薙
正

五
年
冬
彼
は
同
牒
の
一
生
員
か
ら
、
険
西
組
督
が
甚
だ
忠
を
壷
く
し

民
を
愛
し
て
い
る
こ
と
、
嘗
今
の
皇
帝
は
常
に
彼
を
疑
い
、

し
ば
し

ば
彼
を
召
し
て
入
京
せ
し
め
、
彼
の
兵
権
を
奪
い
彼
を
殺
そ
う
と
し

て
い
た
こ
と
、
総
督
が
つ
い

K
召
見
に
臆
じ
た
こ
と
に
よ
り
、
皇
帝

の
疑
が
や
や
解
け
た
ζ

と
、
総
督
に
叛
意
が
る
る
こ
と
を
上
奏
す
る

大
臣
が
あ
っ
て
、
皇
帝
の
疑
が
ま
た
強
ま
っ
た
と
と
、
線
督
は
掃
任

の
後
直
ち
に
上
奏
し
て
、
皇
帝
の
よ
く
な
い
馳
を
諌
-
む
た
こ
と
、

言
う
風
な
噂
さ
を
聞
か
さ
れ
た
。
こ
の
時
に
も
総
督
の
姓
名
は
明
か

や
が
て
西
快
総
督
が
岳
鐘
瑛
で
あ
り
、
岳
公
に
嘗

る
ζ

と
が
剣
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
岳
鐘
瑛
は
岳
飛
の
子
孫
と
噂
さ

さ
れ
た
人
で
あ
る
。
呂
留
良
の
思
想
を
慕
い
、
「
域
中
を
偏
歴
し
て
、

で
・
な
か
っ
た
が
、

聴
明
容
智
の
人
」
を
「
尋
ね
来
っ
て
主
と
・
な
そ
う
」
と
考
え
て
い
た

曾
静
は
、
恐
ら
く
岳
鐘
瑛

K
意
中
の
人
物
を
見
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
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薙
正
六
年
(
一
七
二
八
)
秋
、
門
人
張
照
を
や
っ
て
岳
鐘
瑛
に
上
書

せ
し
ゅ
、
同
謀
奉
事
を
勘
ゆ
た
所
以
で
あ
っ
て
、
曾
静
事
件
す
な
わ

ち
曾
静
・
呂
留
良
事
件
を
引
き
起
す
の
で
あ
る
。

ω大
義
先
迷
品
開
、

一
五
六
|
七
頁
、
五
九
頁
。

薙
正
帝
は
曾
静
事
件
に
劃
し
て
、
曾
静
を
赦
し
て
亡
き
呂
留
良
を

巌
に
罰
ナ
る
と
い
う
方
針
を
と
っ
た
。
宵
静
が
赦
さ
れ
た
の
は
何
故

で
あ
る
か
。
彼
は
呂
留
良
の
思
想
に
魅
せ
ら
れ
、
流
言
に
惑
わ
さ
れ

た
ζ

と
を
悔
い
、
全
面
的
に
自
己
の
誤
謬
を
認
め
た
。
「
華
夷
は
地
の

遠
近
に
よ
っ
て
匡
別
さ
る
べ
き
で
は
な
く
、
人
の
善
悪
に
よ
っ
て
匡

別
さ
る
べ
き
で
あ
る
L

。
明
朝
は
流
通
の
手
に
滅
び
、
清
朝
は
流
賊
の

手
か
ら
天
下
を
得
た
も
の
で
あ
る
。
清
朝
は
列
聖
相
承
け
、

正
に
天

-lO5-

命
民
心
の
蹄
ナ
る
と
こ
ろ
、
道
義
の
嘗
然
で
あ
る
。
君
臣
の
一
倫
は

と

こ
と
に
五
倫
の
首
で
あ
る
。
ま
た
井
田
は
今
日
絶
針
に
行
う
こ
と
が

出
来
歩
、
封
建
の
復
活
も
あ
り
得
な
い
。
訊
問
の
過
程
に
お
け
る
ζ

の
よ
う
な
曾
静
の
自
供
は
、

そ
の
ま
ま
薙
正
帝
の
主
張
で
あ
り
、
彼

が
抱
い
た
華
夷
の
別
と
王
者
の
政
の
完
全
な
放
素
で
あ
る
。
の
み
な

ら
や
ノ
曾
静
は
薙
正
帝
の
統
治
を
讃
美
ナ
る
態
度
に
繁
っ
た
。
「
た
だ

我
が
聖
租
皇
帝
の
み
が
莞
舜
孔
子
の
心
俸
を
得
て
」
、
「
ナ
で
に
美
を

虞
夏
商
周
と
競
い
」
「
我
が
皇
上
は
た
だ
に
意
見
舜
孔
子
の
心
俸
と
違

わ
な
い
の
み
で
な
く
、

そ
も
そ
も
聖
租
一
切
の
政
治
に
比
し
て
更
に
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輝
か
し
い
も
の
で
あ
る」

(山
誠
一
比
一
銭
)。
こ
の
よ
う
な
思
想
の
樽
向

が
何
に
由
来
す
る
か
。
自
震
か
強
制
か
、
ま
た
は
そ
の
何
れ
に
も
よ

る
か
は
別
と
し
て
、

と
に
角
曾
静
事
件
は
思
想
事
件
で
あ
る
。
曾
静

の
縛
向
は
薙
正
帝
に
封
ナ
る
思
想
的
な
屈
服
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
赦

さ
れ
て
後
に
は
、
圏
中
を
偏
歴
し

τ、擁
正
帝
の
徳
量
の
大
と
清
朝
の

得
統
の
正
を
宣
揚
し
、
従
前
の
議
言
の
誤
り
と
自
留
良
が
清
朝
の
逆

賊
で
あ
る
こ
と
を
周
知
せ
し
め
た
い
と
願
つ
T
い
る
(同
番
二
。

l

f

七
二
頁
」

ζ

の
身
が
も
し
生
き
ら
れ
れ
ば、

た
彼
は

「蹄
仁
読
」
を
書
い
て
、

現
身
説
法
し
て
愚
頑
を
化
導
し
、
も
し
生
き
ら
れ
な
い
な
ら
ば
、

の
一
篇
を
留
め
て
、
兇
悪
の
徒
を
し
て
そ
の
惇
逆
の
念
を
止
ま
し
め

る
一
助
た
ら
し
め
た
い
と
述
べ
て
い
る
(
調
詰
)
。
恐
ら
く
薙
正
帝

は
思
想
激
化
の
た
め
の
こ
の
上
な
い
利
用
慣
値
を
曾
静
に
認
め
た
の

で
は
な
い

か
。
薙
正
七
年
(
一
七
二
九
)
十
月
曾
静

・
張
照
の
罪
を

赦
し、

大
義
究
迷
錬
を
刊
行
せ
し
め
た
深
意
は
、

そ
こ
に
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
曾
静
の
「
蹄
仁
読
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
自

供
を
匪
縮
し
た
も
の
で
、
こ
と
に
口
を
極
め
て
薙
正
帝
を
讃
美
し
て

い
る
。
と
と
に
改
め
て
そ
の
内
容
K
細
別
れ
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

薙
正
帝
が
こ
と
に
重
視
ナ
る
も
の
は
、
曾
静
そ
の
人
よ
り
も
曾
静

を
促
し
て
謀
叛
に
至
ら
し
め
た
も
の
、
自
留
良
の
思
想
と
薙
正
帝

へ

の
悪
評
で
あ
る
。
「
生
民
よ
り
以
来
、
見
臣
賊
子
の
罪
悪
天
を
活
き

姦
詐
兇
頑
の
匪
類
に
し
て
、
名
を
理
嬰d
の
大
儒
に
盗
む
も
の
、
未
だ

呂
留
良
の
如
き
恨
む
べ
き
人
は
な
い
」

と
は
、
薙
正
帝
の
上
誌
の一

句
で
あ
る
。
呂
留
良
は
清
朝
公
認
の
朱
子
皐
を
奉
じ
て
、
清
朝
否
認

の
思
想
を
設
い
た
。
市
も
そ
の
時
文
の
選
評
は
底
く
世
に
行
わ
れ

死
し
て
後
な
hz
訳
書
人
の
聞
に
名
階
却を
博
し
て
い
た
。
呂
留
良
を
夫

子
と
稿
し
、
書
院
に
奉
記
し
て
こ
れ
を
傘
ぶ
も
の
も
あ
っ
た
。
「
そ
の

人
心
を
陥
溺
し
世
俗
を
濁
凱
ナ
る
害
は
言
う
に
堪
え
な

い
も
の
が
あ

こ

薙
正
十
年

と
務
正
帝
を
し
て
言
わ
し
め
た
所
以
で
あ
ろ
う。

る」
、
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こ
七
三
二
)十
二
月
呂
留
良
と
そ
の
子
日
複
中
は
屍
を
数
し
て
も長一示

さ
れ
、
口
口
毅
中
は
斬
立
決
に
昆
せ
ら
れ
た
。
ま
た
そ
の
門
人
巌
鴻
遼

は
屍
を
致
し
て
泉
示
さ
れ
、
巌
鴻
蓬
の
門
人
沈
在
寛
は
斬
立
決
に
、

車
鼎
盟

・
車
鼎
賞
・
孫
克
用
・
周
敬
輿
は
共
に
斬
監
候
に
慮
せ
ら
れ
、

呂
留
良

・
巌
鴻
遣
の
家
族
並
に
自
絵
の
門
人
も
そ
れ
ぞ
れ
の
曲
処
罰
を

受
け
向
。
も
つ

τ呂
留
良
案
に
封
ナ
る
薙
正
帝
の
峻
巌
な
態
度
を
見

る
べ
き
で
あ
る
。

ω大
義
腕
礼
迷
鍬
ニ

O
五
頁
、
東
撃
岨師
、
薙
正
七
年
五
月
乙
丑
の
係
。
た
だ
し

東
華
録
に
は
こ
こ
に
引
用
の
文
句
を
飲
く
。

ω東
華
録
、
薬
正
十
年
十
二
月
乙
丑
、
同
年
十
二
月
庚
午
の
係
。



ま
た
薙
正
帝
に
封
ナ
る
悪
評
は
、
ナ
ベ
て
個
人
攻
撃
で
あ
っ
た
。

曾
静
の
書
に
は

父
を
圃
り
母
に
逼
り
、
兄
を
殺
し
弟
を
屠
る
と
い

う
攻
撃
が
薙
正
帝
に
加
え
ら
れ
、
貧
財
・
好
殺
・
醐
酒
・
淫
色
及
び

一
献
を
好
み
俵
に
任
A
Y
る
と
い
う
非
難
も
列
翠
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら

の
悪
評
が
よ
っ
て
来
る
と
こ
ろ
は
ど
こ
に
あ
る
か
。
雷
静
が
「
敢
え

て
ほ
し
い
ま
ま
に
寵
誘
を
行
う
の
は
、
必
デ
更
に
大
好
大
悪
の
徒
が

あ
っ
て
、
流
言
を
担
造
し
民
心
を
捲
惑
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
。
曾

静
は
、
康
西
に
流
さ
れ
た
允
棋
・
允
踏
門
下
の
太
監
の
流
一
言
を
信
じ

た
。
悪
評
の
根
源
が
允
棋
・
允
糟
ら
に
あ
る
こ
と
を
突
き
止
ゆ
る
ζ

と
に
よ
っ
て
、
却
っ
て
蒐
正
帝
は
従
前
の
彼
ら
に
劃
し
て
と
っ
た
慮

置
・
朋
業
に
劃
ナ
る
断
歴
が
受
賞
で
あ
っ
た
こ
と
を
撃
明
ナ
る
口
買

を
得
た
。
悪
評
が
底
く
流
布
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
薙
正

帝
の
即
位
を
廻
る
兄
弟
の
樹
立
と
そ
の
後
に
訟
け
る
朋
議
の
字
の
深

刻
さ
を
語
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
薙
正
帝
に
と
っ
て
、
君
臣
は

徳
一
心
で
あ
り
、
臣
は
君
の
好
悪
を
好
悪
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
そ
こ
に
薙
正
帝
自
ら
政
治
K
一
専
念
す
る
と
共
に
、
巌
し
い
統

治
の
方
針
が
取
ら
れ
る
所
以
が
あ
っ
た
。
君
臣
の
倫

・
隼
卑
の
分
は

巌
然
と
し
て
か
り
、
朋
黛
の
存
在
も
あ
り
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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薙
正
帝
は
機
禽
あ
る
ど
と
に
、
彼
が
康
照
帝
の
正
し
い
縫
承
者
で
あ

り
、
そ
の
兄
弟
に
封
ナ
る
鹿
置
が
止
む
を
得
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
を
し
ば
し
ば
懲
明
し
た
が
、
曾
静
事
件
に
於
て
も
そ
の
こ
と
が
強

調
さ
れ
た
。
そ
し
て
「
阿
其
那
(
軌
)
・
塞
思
黒
(
蹴
)
ら
の
蓄
心
の
惨

毒
、
不
忠
不
孝
は
、
天
組
の
容
れ
ざ
る
と
ζ

ろ
、
園
法
の
宥
し
難
い

と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
天
下
後
世
に
慮
し

T
も
自
分
の
止
む
を
得
な
い

苦
衷
を
諒
承
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
自
分
の
不
幸
中
の
大

幸
で
あ
り
、
人
力
の
よ
く
な
し
得
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
こ
れ
に
は

曾
静
も
功
な
し
と
せ
歩
、

ζ

れ
に
よ
っ
て
そ
の
款
を
寛
ナ
ζ

と
が
出

来
る
」
と
さ
へ
、
落
正
帝
は
述
べ
て
い
払
ザ
曾
静
の
謀
叛
に
よ
っ
て
、

一107ー

允
旗
・
允
糟
ら
の
謡
言
が
暴
露
し
た
こ
と
に
、
薙
正
帝
は
重
要
な
意

義
を
認
め
、
ま
た
そ

ζ
K
曾
静
を
赦
ナ
一
原
因
を
求
ゆ
た
の
で
あ
る
。

大
義
究
迷
鋒
に
は
、
曾
静
ら
に
封
ナ
る
訊
問
並
に
そ
の
供
述
の
外
に
、

曾
静
事
件
に
閥
ナ
る
こ
れ
ら
一
聯
の
上
誌
を
収
ゆ
て
い
る
。

ζ

の
昔一日

の
刊
行
に
は
、
曾
静
事
件
を
通
し
て
、
薙
正
帝
が
そ
の
兄
弟
に
劃
し

て
と
っ
た
慮
置
、
朋
黛
に
劉
ナ
る
断
固
監
を
納
得
せ
し
め
よ
う
と
い
う

意
圃
も
併
せ
含
ま
れ

τい
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

ω大
義
究
迷
録
一

O
頁
。

帥
同
書
一
八
六
|
七
頁
、
東
筆
鋒
、
薙
正
七
年
久
〆
十
月
戊
申
の
係
。



Emperor Yung-cheng and Ta-i Chueh・miLu大義覚迷録

Hidemi Onogawa 

The Ta-i Chueh・miLu was published by Emperor Yung-cheng， who 

became much concerned with the Tseng Ching曽静 affair.The Tseng Ching 

a任airwas motivated by the thought of L凸Liu-liang呂留良 onthe“di任er-

ence between the Chinese and the Barbarians" and “Kingly Goverment." 

What was Lu Liu-liang's thought? How Tseng Ching became inftuenced 

by his thought? The Tseng China a仔air was also due to the rivalries 

between the cliques within the Ch'ing court. What was Emperor Yung-

cheng's attitude toward the rivalries? The author tries to show that the 

Ta-i Chueh-mi Lu， which was written for the sake of guiding the peo-

ple's thought， was at the same time intended to give Yung-cheng's view on 

these rivalries. 

On Hao・Hsien耗羨

Takeo Abe 

The term hao-hsien or huo-hao火耗 meansthe loss in weight caused 

jn the process of minting the silver coins. After the payment in silver of the 

land and poll taxes became the rule at the middle of the Ming dynasty， a 

kind of additional tax called huo-han came into existence. Generally speaking， 

jt was about 10 per cent of the amount of the regular taxes， but sometimes 

jt reached 30 to 50 per cent. While the regular taxes constituted the income 

of the Government， the huo・haoW<;lS taken by the rural tax collectors， who 

used about 20 per cent of it for adminstrative purposes， another 20 per 

cent for their own living， and the rest for bribery to their superiors. The 

latter gave， in turn， part of it to 0伍cialsin the Central Government. From 

the economic viewpoint， the whole bureacratic system of the Ch'ing 

Government was operated on the basis of this huo-hao income. Emperor 

Shuo・chintried to abolish the practice in vain， while Emperor K'ang-hsi 

was compeled to recongnize it semi-officially. The present author attempts 

to clarify why and how Emperor Yung-cheng made efforts to use the 

hitherto privately appropriated huo-hao for the benefit of the Government 

treasury， and to what extent was he successful in his endevors. 
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